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令和７年３月17日（月曜日） 

───────────────────── 

   午前10時開会 

──────────────── 

会議に付した案件   

○協議事項 

 １．委員会報告書について 

 ２．委員長報告（案）について 

 ３．その他 

──────────────── 

出席委員（11人） 

  委 員 長   佐 藤 雅 洋  

  副 委 員 長   齊 藤 了 介  

  委      員   坂 口 博 美  

  委      員   丸 山 裕次郎  

  委      員   山 下   寿  

  委      員   川 添   博  

  委      員   山 内 いっとく  

  委      員   黒 岩 保 雄  

  委      員   重 松 幸次郎  

  委      員   今 村 光 雄  

  委      員   山 内 佳菜子  

欠席委員（なし） 

委員外委員（なし） 

──────────────── 

事務局職員出席者 

  政策調査課主幹  野 中 啓 史 

  政策調査課主任主事  唐 﨑 吉 彦 

───────────────── 

○佐藤委員長 ただ今から、防災減災・県土強

靱化対策特別委員会を開会いたします。 

 次に、本日の委員会の日程についてでありま

すが､お手元に配付の日程（案）をご覧くださ

い。 

本日は委員協議のみとなっておりまして、 

「委員会報告書」と「委員長報告（案）」につ

いてご協議いただきます。 

このように取り進めてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤委員長 それでは、さっそく委員協議に

移りたいと存じます。 

まずは、協議事項（１）の「委員会報告書に

ついて」であります。 

前回の委員会におきまして、正副委員長にお

いて報告書を作成し、委員には個別に確認をさ

せていただくことで御了承いただいていたとこ

ろですが、委員の皆様から特段の御意見もあり

ませんでしたので、このたび、報告書（案）の

とおり作成させていただきました。 

この報告書につきましては、定例会最終日の

３月19日水曜日の本会議の際、机上に配付させ

ていただきたいと存じますが、よろしいでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤委員長 それでは、議員及び執行部の机

上に配付させていただきます。 

なお、配付するのは、３つの特別委員会の報

告書を１冊にまとめた冊子となりますので、念

のためにお伝えしておきます。 

次に、定例会最終日の本会議で報告いたしま

す「委員長報告（案）」についてであります。 

お手元にあります「委員長報告（案）」を 

ご覧ください。 

 暫時休憩いたします。 

   午前10時５分休憩 

 ──────────────────── 

   午前10時10分再開 

○佐藤委員長 委員会を再開いたします。 

それでは、御意見をいただいた結果、案のと

おり報告いたしたいと存じますが、よろしいで
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しょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤委員長 最後になりますが、協議事項

（３）の「その他」でございますが、委員の皆

様から何かございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤委員長  それでは、ないようですので、

これで当委員会の全ての議事を終了したいと思

いますが、閉会にあたりまして、正副から、 

一言ごあいさつを申し上げます。 

まず、齊藤副委員長からお願いいたします。 

○齊藤副委員長  皆さん１年間お世話になりま

した。ありがとうございました。 

私は体調を崩し、特別委員会を欠席すること

もあったため、申し訳なく感じています。 

やはり記憶に残っているのが、県北調査で高

千穂峡遊歩道を調査したその数日後にまた豪雨

によって被害を受けたこと、それから、石川県

の能登半島の珠洲市方面を視察する予定でした

が、地震の後にさらに豪雨水害によって被害を

受けたということです。 

佐藤委員長も常々おっしゃっていますが、や

はりこの自然災害というのは、いつ起きるか分

からず、この直後に起きることだってあるわけ

です。知事の言う常在危機という意識を日頃か

ら県民の皆様に持っていただくことが、当委員

会の最終的な目的なのかなというふうに感じま

した。 

１年間大変お世話になりました。ありがとう

ございました。 

○佐藤委員長  続きまして、私から、一言ごあ

いさつを申し上げます。 

委員長として、きちんと務められたかどうか

分かりませんけれども、皆様方に支えられて、

無事に今日を迎えました。 

今、副委員長が言われたように各地を調査し

て大変学ぶものが多かったと思っております。 

自助、公助、共助と言われますが、県議会議

員として何ができるのか。高確率で起きる南海

トラフ地震や激甚化頻発化する災害に対して、

県議会議員として、また委員会として、どうい

うことを進めていくべきなのかという課題を感

じながら、次の年度を迎えることになります。 

委員の皆様の今後の活動を、私もしっかりと

共に歩んでいきたいと思っております。 

委員会は今日で終わりますが、引き続き大き

な課題です。みんなで力を合わせて頑張ってま

いりましょう。 

お世話になりました。ありがとうございまし

た。 

それでは、以上をもちまして、防災減災・県

土強靱化対策特別委員会を終了いたします。 

委員の皆様におかれましては、１年間、大変

お疲れ様でした。 

   午前10時13分閉会 



署 名

防災減災・県土強靱化対策特別委員会委員長 佐 藤 雅 洋




